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重篤な感染症・事故外傷・腫瘍摘出後など広範に組織を喪失した患者に対し、間葉系間

質細胞(Mesenchymal Stromal Cells (MSCs))を生体外に取り出し、増殖させ、欠損部に

移植しなおす組織再生医療の概念が提唱されてから 30 年近く経過しています。特に、人

工足場材料と MSCs を混和して移植する方法が盛んに検討されてきましたが、決定的な組

織再生療法の実現に至っていません。 

一方、私たちの研究室では MSCs と細胞自身が産生する細胞外基質(ECM)からなる直径

1mm ほどの細胞集塊 Clumps of MSCs/ECM complexes（C-MSCs）を樹立し、その

移植による骨・歯周組織再生療法開発研究に取り組んできました。C-MSCs は人工材料を

用いることなく欠損部に移植可能であり、人工材料の代謝吸収が不要で、移植された細胞

性質が効果的に発揮され、優れた組織再生を誘導します。 

さらに近年では、ヒト臨床レベルでの cm 単位の大規模欠損に対応するために、Bio-3D

プリンタを用いたスケールアップや、軟骨内骨化を模倣する低栄養抵抗性移植組織の開発

を進めてきました。本セミナーでは、これらの三次元的細胞集塊培養技術に基づく口腔組

織再生療法の可能性と、実用化に向けた展望について紹介します。 

お問合せ先： 大学院医歯薬学研究部口腔病理学分野  

常松貴明 tsunematsu@tokushima-u.ac.jp  内線 5227 

本セミナーは大学院医学研究科、口腔科学研究科、薬学研究科、医科栄養学研究科 

の大学院特別講義を兼ねています。 
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